
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
で
き
る

最
大
限
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
て
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
協
働
の

精
神
を
持
っ
て
、
適
正
な
行
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
主
な
施
策
の
推
進

　

次
に
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
第
５
次
福
島

町
総
合
計
画
の
「
５
つ
の
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
」
の
実
現
に
向
け
、
次
の

重
点
施
策
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

☆�

次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
等
の

育
成

　

町
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
か
ら
」
の
視
点
か
ら
、
各
分
野

に
お
け
る
町
の
将
来
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
等
の
人
材
育
成
に
重
点
を
置
い

た
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
ら
考
え
行
動
し
、
柔
軟
か
つ
弾

力
的
に
対
応
す
る
人
材
を
増
や
す
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

「
福
島
町
人
財
育
成
基
金
条
例
」
の

積
極
的
な
活
用
を
促
し
、
町
の
将
来

を
担
う
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
人
材
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
包
括
連
携
を
締
結
し
て
い

る
東
京
農
業
大
学
、
公
立
は
こ
だ
て

未
来
大
学
及
び
国
立
大
学
法
人
北
海

道
大
学
水
産
科
学
研
究
院
並
び
に
北

海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
、
人
材

育
成
や
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
事
業

を
中
心
に
、
大
学
と
の
連
携
を
一
層

強
化
し
な
が
ら
、
各
大
学
が
有
す
る

　

な
お
、
今
年
度
は
、
平
成
32
年
度

の
本
格
的
な
ア
ワ
ビ
の
販
売
に
向
け

て
、
加
工
品
の
試
作
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
調
査
等
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
松
前
町
と
共
同

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
漁
港
静

穏
域
を
活
用
し
た
ウ
ニ
の
蓄
養
事
業

は
、
浦
和
漁
港
で
蓄
養
を
開
始
し
て

お
り
、
実
入
り
を
改
善
さ
せ
た
ウ
ニ

は
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
他
、

観
光
面
で
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
浜
の
振
興
計
画
」
は
、
福
島
吉

岡
漁
業
協
同
組
合
が
水
産
庁
の
承
認

を
受
け
て
進
め
て
い
る
「
浜
の
活
力

再
生
広
域
プ
ラ
ン
」
や
「
マ
リ
ン
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
基
本
と
し
、
漁
業
者
は

も
と
よ
り
漁
組
や
北
海
道
大
学
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
業
後
継
者
の
育
成
支

援
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
農
林
水

産
業
担
い
手
支
援
制
度
を
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

水
産
加
工
業
は
、
こ
こ
数
年
の
全

国
的
な
イ
カ
漁
の
不
漁
に
伴
う
原
料

不
足
及
び
価
格
の
高
騰
な
ど
の
要
因

に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
現
状
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

地
元
漁
業
協
同
組
合
及
び
松
前
町
並

び
に
関
係
団
体
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
原
料
確
保
や
輸
入
枠
の
拡
大
な

ど
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
、
国
や
道

な
ど
へ
要
請
を
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
外
国
人
技
能
実
習
生
を

受
け
入
れ
る
事
業
者
へ
は
、「
福
島

町
が
ん
ば
る
地
元
企
業
等
応
援
条

英
知
や
人
材
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

☆�

産
業
の
再
生
に
よ
る
雇
用
の
創
出

　

町
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
産
業
振

興
を
政
策
の
最
優
先
に
据
え
、
豊
か

な
地
域
資
源
を
守
り
増
や
し
な
が
ら
、

産
業
振
興
に
よ
る
地
場
の
生
産
力
の

向
上
を
図
り
、
地
域
力
を
高
め
、
産

業
を
軸
と
し
た
町
内
経
済
の
循
環
に

よ
り
、
町
の
活
力
を
生
み
出
す
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
施
設
の
設
備
投
資
や
雇
用
者

の
拡
大
、
地
元
企
業
等
の
事
業
の
継

承
及
び
確
保
を
図
る
事
業
者
に
対

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
福
島
町
が

ん
ば
る
地
元
企
業
等
応
援
条
例
」
を

施
行
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
頑
張
る

地
元
企
業
等
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
漁
業
者
を
中
心
に
多
く

の
事
業
者
か
ら
活
用
が
あ
り
、
町
内

経
済
の
循
環
に
繋
が
る
な
ど
経
済
効

果
も
生
ま
れ
て
お
り
、
今
年
度
も
地

元
企
業
の
持
続
的
な
事
業
の
継
承
に

向
け
て
、
引
き
続
き
同
条
例
に
基
づ

き
地
元
企
業
等
に
対
す
る
経
済
的
支

援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
は
、
生

産
の
向
上
及
び
安
定
を
図
る
た
め
生

産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
引
き
続
き

昆
布
養
殖
施
設
の
整
備
や
北
海
道
が

進
め
て
い
る
大
型
魚
礁
等
の
整
備
促

進
を
図
り
、
生
産
の
増
大
と
漁
業
所

得
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
漁
船
漁
業
の
拠
点
と
な

る
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
第
３
種

福
島
漁
港
が
直
轄
特
定
漁
港
漁
場
整

備
事
業
と
し
て 

、 

今
年
度
か
ら
平

例
」
の
外
国
人
技
能
実
習
生
助
成
制

度
に
よ
り
、
経
済
的
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

農
業
は
、
農
林
水
産
業
担
い
手
支

援
事
業
に
よ
り
、
農
業
後
継
者
の
育

成
支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
本
事
業
に
よ
り
担
い
手
の
育
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
若
者
な
ど
の

担
い
手
が
「
福
島
版
営
農
モ
デ
ル
」

を
活
用
し
、
地
元
で
農
業
後
継
者
と

し
て
農
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
団
体

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維

持
を
図
る
た
め
、
国
の
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
水
路
等
の
整
備
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
全
体

面
積
の
約
９
割
を
占
め
る
森
林
は
、

資
源
的
な
蓄
積
は
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
急
峻
な
立
地
条
件
か
ら
木
材
の

生
産
や
輸
送
面
で
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
で
は
森
林
組
合
と
連
携
し
実

成
39
年
度
ま
で
の
計
画
で
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
事
業
の
概
要
は
、

岸
壁
の
低
天
端
化
や
屋
根
付
き
岸
壁

整
備
及
び
用
地
整
備
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
種
吉
岡
漁
港
は
、
北

海
道
が
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全

事
業
計
画
を
昨
年
度
策
定
し
て
お

り
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
岸
壁
等
の

改
良
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
福
島
漁
港
の

静
穏
域
を
活
用
し
、
函
館
開
発
建
設

部
等
と
共
同
で
ア
カ
モ
ク
生
産
・
活

用
調
査
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

株
式
会
社
ヤ
マ
ザ
キ
及
び
福
島
吉

岡
漁
業
協
同
組
合
と
事
業
連
携
し
た

「
食
べ
る
昆
布
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

現
地
法
人
の
株
式
会
社
北
海
シ
ー

ウ
ィ
ー
ド
に
お
い
て
、
今
年
か
ら
新

た
に
乾
燥
施
設
を
整
備
し
、
雇
用
の

拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
早
採
り
昆
布

４
５
０
ト
ン
を
目
標
に
事
業
を
進
め

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
前
浜
資
源
の
有
効
活
用
と

雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
連

携
を
深
め
な
が
ら
事
業
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
の
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
進

め
て
い
る
「
新
た
な
陸
上
養
殖
技
術

の
開
発
に
よ
る
蝦
夷
ア
ワ
ビ
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
」
は
、
漁
港
用
地
内
に
陸

上
養
殖
施
設
が
整
備
さ
れ
、
今
年
度

か
ら
本
格
的
な
養
殖
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
ア
ワ
ビ
養
殖
の
生

産
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▲賑わう「春の直売会」
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